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（２）

熱・

い・

夏
を
涼
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
萩
の
海
、
ま
つ
り
へ
行
こ
う
！

　
夏
の
日
ざ
し
が
強
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
「
涼
し
さ
」
を
求

め
て
多
く
の
人
が
動
き
出
し
ま
す
。

　
萩
で
も
、
７
月
15
日
に
は
、
菊
ヶ
浜
海
水
浴
場
が
海
開
き
さ
れ
、
今

年
も
多
く
の
海
水
浴
客
が
や
っ
て
来
ま
す
。
ま
た
、
夏
と
い
え
ば
や
っ

ぱ
り
「
ま
つ
り
」。

　
日
中
は
「
海
」、
夜
は
「
ま
つ
り
」
で
、
ふ
る
さ
と
の
涼
し
さ
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
７
月
20
日
（
祝
）

【
製
作
】
午
前
５
時
〜
正
午

【
表
彰
】
午
後
２
時
〜

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
ビ
ー
チ
宝
探
し

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜
海
水
浴
場

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）
へ

砂
の
芸
術
祭

萩
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

２
０
０
０

　
白
砂
青
松
の
続
く
日
本
海
有
数
の
海

水
浴
場
、
菊
ヶ
浜
で
、
初
め
て
の
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
青
い
空
と
海
を
背
に
し
な
が
ら
林
立

す
る
マ
ス
ト
と
、
色
と
り
ど
り
の
セ
ー

ル
が
舞
い
踊
る
様
子
は
、
ふ
る
さ
と
萩

の
新
し
い
風
景
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、萩
で
初
め
て
の
大
会
に
、

声
援
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
７
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時

50
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

菊
ヶ
浜
沖
（
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

■
レ
ー
ス

◯
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ス　

菊
ヶ
浜
沖
〜
尾
島
〜
肥
島
〜

菊
ヶ
浜
沖

◯
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ク
ラ
ス　

菊
ヶ
浜
沖
〜
肥
島
〜
菊
ヶ
浜

沖問
い
合
わ
せ　

萩
市

観
光
課
内
萩
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
実
行
委
員
会

萩夏まつり■
８
月
２
日
（
水
）

◯
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
（
午
後
４

時
50
分
〜
、
田
町
商
店
街
〜
吉
田
町
通

り
）

◯
自
衛
隊
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
（
午
後
５

時
15
分
〜
６
時
、
吉
田
町
通
り
）

◯
市
民
総
踊
り
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
パ

と　

き　

８
月
１
日

（
火
）
〜
３
日
（
木
）

と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜
、
田
町

商
店
街
、
お
ま
つ
り
広

場
、
住
吉
神
社
ほ
か

■
８
月
１
日
（
火
）

◯
萩
・
日
本
海
大
花
火
大

会
（
午
後
８
時
〜
９
時
、

菊
ヶ
浜
周
辺
）

　

今
年
も
県
内
最
大
約

８
０
０
０
発
の
花
火
が

真
夏
の
夜
空
を
飾
り
ま

す
。

◯
住
吉
神
社
境
内
特
設

ス
テ
ー
ジ
（
午
後
７
時
〜

10
時
）

レ
ー
ド
（
午
後
７
時
〜
、吉
田
町
通
り
）

◯「
輪
島
キ
リ
コ
灯
籠
」パ
レ
ー
ド（
午

後
７
時
50
分
〜
、
午
後
８
時
30
分
〜
、

吉
田
町
通
り
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
）

◯
輪
島
市
住
吉
神
社
の
「
御
神
子
」
太

鼓
（
午
後
８
時
10
分
〜
、
吉
田
町
通
り

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
）

◯
サ
ン
バ
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
パ
レ
ー
ド

（
午
後
８
時
45
分
〜
、
吉
田
町
通
り
）

■
８
月
３
日
（
木
）

◯
の
ん
た
大
提
灯
パ
レ
ー
ド
（
午
後
４

時
45
分
〜
）

コ
ー
ス　
住
吉
神
社
〜
熊
谷
町
〜
吉
田

町
通
り
〜
田
町
商
店
街
〜
熊
谷
町
〜
住

吉
神
社

◯
ゆ
か
た
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
（
午
後

８
時
30
分
〜
、
吉
田
町
通
り
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
）

◯
踊
り
車・住
吉
み
こ
し・お
船
謡
（
午

後
９
時
20
分
頃
〜
、
吉
田
町
通
り
）

※
踊
り
車
、
お
船
謡
は
、
日
中
も
市
内

を
巡
行
。
ま
た
、
住
吉
み
こ
し
は
、
夕

方
か
ら
市
内
を
巡
行
。

問
い
合
わ
せ　
萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）
へ

　

毛
利
氏
を
偲
ぶ
盆
の
行
事
と
し
て
、

今
年
も
萩・万
灯
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
石
灯
籠
に
灯
し
出
さ
れ
る

幽
玄
の
世
界
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

【
採
火
式
】

と　
き　
８
月
13
日
（
日
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
天
樹
院
墓
所

【
迎
え
火
】

と　
き　
８
月
13
日
（
日
）
午
後
７
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
大
照
院

※
今
年
か
ら
大
照
院
で
は
、
８
月
14
日

に
も
石
灯
籠
に
火
を
灯
し
ま
す
。

【
送
り
火
】

と　
き　
８
月
15
日
（
火
）
午
後
７
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
東
光
寺

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）
へ

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会

萩
・
万
灯
会



（３）

　
萩
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
島
々
は
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
近
年
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
た
。
萩
に
来
た
ら
あ
と
一
足

の
ば
し
て
島
に
遊
び
に
行
っ
て
み
よ

う
。「
夏
に
な
っ
た
ら
島
に
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
も
う
素
晴
ら
し

い
。」
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
た
の

は
、
島
に
詳
し
い
萩
市
水
産
課
長
の
松

原
純
二
さ
ん
。「
萩
商
港
か
ら
船
で
大

島
な
ら
25
分
、
見
島
へ
は
１
時
間
10
分

で
別
世
界
が
味
わ
え
ま
す
よ
」

　
大
島
は
、
日
帰
り
で
海
や
観
光
を
楽

し
み
た
い
人
に
は
う
っ
て
つ
け
の
と
こ

ろ
。
萩
商
港
か
ら
「
た
ち
ば
な
２ツ

ー
」
に

乗
っ
て
た
っ
た
の
25
分
。
船
の
弱
い
人

で
も
乗
り
切
れ
る
時
間
だ
。
他
の
島

と
同
様
に
大
島
は
釣
り
の
穴
場
だ
ら
け

だ
。
波
止
場
で
ド
ン
コ
（
餌
木
）
と
い

う
仕
掛
け
で
し
ゃ
く
る
と
、
ド
ン
コ
イ

カ
が
簡
単
に
釣
れ
る
。
浅
瀬
で
は
海
水

浴
も
楽
し
め
る
。「
着
替
え
る
と
こ
ろ

が
な
か
っ
た
ら
、
近
所
の
家
の
人
に
声

を
か
け
れ
ば
喜
ん
で
家
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
よ
」
と
自
ら
大
島
っ
子
の
松
原

さ
ん
。
島
で
唯
一
の
食
堂
は
、
昼
は
食

堂
、
喫
茶
店
、
氷
屋
で
、
夜
は
ス
ナ
ッ

ク
に
な
る
地
元
の
人
達
の
オ
ア
シ
ス
的

場
所
で
、
い
つ
も
島
っ
子
で
賑
わ
っ
て

い
る
。
観
光
で
来
た
人
も
い
つ
で
も
歓

迎
し
て
く
れ
、
す
ぐ
に
溶
け
込
め
る
雰

囲
気
だ
。
話
が
合
え
ば
島
の
人
に
一
杯

お
ご
っ
て
貰
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
新

鮮
な
魚
介
類
を
肴
に
島
の
人
々
と
気
軽

に
お
し
ゃ
べ
り
を
交
わ
す
と
、
人
情
話

に
花
が
咲
く
、
都
会
で
は
味
わ
え
な
い

風
情
だ
。

　
「
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
」
と
松
原

さ
ん
、「
ど
う
い
う
訳
か
、
農
業
に
使

う
モ
ミ
ガ
ラ
の
中
で
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼

虫
が
育
っ
て
、
夏
の
夜
な
ん
か
農
道
の

水
銀
灯
の
下
に
カ
ブ
ト
ム
シ
が
ぞ
ろ
ぞ

ろ
と
集
ま
っ
て
く
る
ん
で
す
。
子
供
達

は
素
手
で
そ
れ
を
捕
ま
え
て
遊
ん
で
い

る
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
デ

パ
ー
ト
ま
で
虫
を
買
い
に
行
っ
て
い
る

都
会
人
が
聞
く
と
夢
の
よ
う
な
お
話
。

カ
ブ
ト
ム
シ
以
外
に
も
ぞ
ろ
ぞ
ろ
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

　

７・
８
月
中
に
は
島
な
ら
で
は
の
行

事
が
催
さ
れ
る
。
７
月
18
日
は
港
ま
つ

り
。
３
ト
ン
級
か
ら
10
ト
ン
級
の
漁
船

が
、
自
慢
の
大
漁
旗
を
ひ
る
が
え
し
な

が
ら
海
上
を
パ
レ
ー
ド
す
る
勇
壮
で
豪

快
な
も
の
だ
。
昔
な
が
ら
の
漁
師
の
お

祭
り
で
、
夜
通
し
酒
を
酌
み
交
わ
し
海

に
感
謝
す
る
。
８
月
14
日
は
、
島
を
挙

げ
て
の
盆
踊
り
大
会
。
15
日
は
シ
ー
サ

イ
ド
フ
ェ
ス
タ
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
、

歌
手
を
招
い
て
行
わ
れ
る
。

　
「
見
島
は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
い
う
松
原
さ
ん
の
言
葉
ど
お
り
、
見

島
は
島
の
周
囲
が
た
っ
た
17
・
５
㎞
の

中
に
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
萩
か
ら
は
高
速
船
「
お
に
よ

う
ず
」
で
１
時
間
10
分
。
映
画
「
わ
た

し
の
見
島
」
で
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
見

島
で
は
ぜ
ひ
一
泊
し
て
の
ん
び
り
と
過

ご
す
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い
。
島
に
は

旅
館
が
９
軒
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
１
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
釣
り
の
絶
好
の
漁
場
で

あ
る
。
自
分
で
釣
っ
た
魚
を
旅
館
で
さ

ば
い
て
も
ら
う
の
も
よ
し
、
旅
館
の
店

主
が
と
っ
て
く
る
取
れ
た
て
海
の
幸
の

料
理
を
楽
し
む
の
も
い
い
。
見
島
と
い

　
萩
で
は
６
月
４
日
の
お
し
く
ら
ご
う
の
日
に
梅
雨
入
り
し
、
梅
雨
明
け

は
７
月
18
日
ぐ
ら
い
と
予
報
さ
れ
ま
し
た
。
相
島
の
路
地
物
の
ス
イ
カ
が

出
回
り
始
め
る
と
、
わ
が
町
萩
も
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。

萩クロマグロトーナメント
参加者募集 !!

　
見
島
沖
合
い
は
、
日

本
有
数
の
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
好
漁
場
の
一
つ

で
す
。

　

こ
の
漁
場
で
、「
萩

ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
年
で
３
回
目
を

迎
え
、
年
々
盛
会
に

な
っ
て
い
る
こ
の
大

会
に
、
高
速
船
「
お
に

よ
う
ず
」
を
利
用
し

て
、
皆
さ
ん
も
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

■
前
夜
祭

と　
き　
10
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜
９
時

と
こ
ろ　
見
島
宇
津
漁
村
セ
ン
タ
ー

■
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と　
き　
10
月
29
日
（
日
）
午
前
５
時

〜
午
後
３
時
30
分

募
集
人
員　
30
船
に
90
名
（
チ
ー
ム
参

加
で
、
各
船
定
員
２
〜
５
名
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
資
格　
16
歳
以
上
の
男
女

参
加
費　
１
チ
ー
ム
９
万
円（
乗
船
料
、

餌
代
）
及
び
１
名
に
つ
き
７
０
０
０
円

（
保
険
料
、
前
夜
祭
参
加
費
）

※
見
島
ま
で
の
乗
船
料
、
宿
泊
費
（
宿

は
事
務
局
で
斡
旋
）が
別
途
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
９
月
30
日

ま
で
に
、
宇
津
漁
協
ま
た
は
萩
市
水
産

課
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入

の
う
え
〒
７
５
８
ー
０
７
０
１
山
口
県

萩
市
見
島
宇
津
漁
協
内
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
３・３
０
１
１
）
へ

大　
島

え
ば
ウ
ニ
め
し
が
有
名
だ
が
、
他
に
も

嫁
の
皿
、
ニ
ナ
、
鷹
の
爪
、
フ
ジ
ツ
ボ

の
よ
う
な
貝
類
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご

飯
や
吸
い
物
は
島
で
し
か
味
わ
え
な
い

味
。
観
光
は
、
宇
津
地
区
に
あ
る
観
音

崎
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
。
断
崖
と
海
の

青
さ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事
で
、
見

島
の
海
の
美
し
さ
を
堪
能
で
き
る
。
海

水
浴
場
も
本
村
と
宇
津
の
両
地
区
に
３

か
所
あ
る
が
、
な
か
で
も
砂さ

み
だ

見
田
海
水

浴
場
は
施
設
も
充
実
し
、
併
設
の
キ
ャ

ン
プ
場
で
は
キ
ャ
ン
プ
用
品
な
ど
も
貸

し
て
く
れ
る
。
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海

で
泳
ぎ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
野
外
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
海
の
幸
を
豪
快
に
食

し
た
い
。

　
夏
の
行
事
と
し
て
７
月
22
日
、
23
日

（
予
定
）
の
海
の
お
祭
り
「
海
の
祭
典
」

が
行
わ
れ
る
。
８
月
10
日
は
「
千
日
参

り
」
が
宇
津
山
観
音
寺
で
あ
る
。
こ
の

日
に
お
参
り
を
す
る
と
千
日
参
っ
た
ご

利り
や
く益

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
８
月

14
日
か
ら
16
日
は
見
島
盆
踊
り
。
見
島

の
盆
踊
り
は
、
衣
装
や
踊
り
方
が
い
か

に
も
幽
霊
が
踊
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
、
別
名
「
幽
霊
踊
り
」
と
も
言
わ
れ

る
。
島
の
歌
の
「
し
ょ
ん
が
え
節
」
を

何
人
も
の
歌
い
手
が
独
特
の
手
拍
子
で

歌
う
。
地
区
で
踊
り
方
や
歌
い
方
が
違

い
、
見
島
の
伝
統
を
感
じ
ら
れ
る
行
事

だ
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・
２
５・
１
７
５
０
）

ま
た
は
見
島
観
光
協
会

（
０
８
３
８・
２
３・
３
３
１
１　

Ｆ
Ａ

Ｘ
０
８
３
８・２
３・３
３
１
３
）
へ

見　
島

大島の港まつり

島
に
行
っ
て
み
る



反乱鎮
ち ん ぶ

撫と国づくり

（４）

情ある人　品川弥二郎小伝　第 4 回

品川は農場の開墾事業にも挑んだ。栃木県那須野の傘松
農場を描いた絵（「品川子爵伝」より）

　明治維新は戊辰戦争後も明治 10 年（1877）の西南戦争まで、革命を仕上げる内戦
が続く。今度はかつての仲間とのつらい戦いで、品川はそのつど危地に飛び込んで鎮

ち ん ぶ
撫

工作にあたるが、苦渋を味わう。この間、５年余にわたった欧州への派遣・留学中に、
彼は軍人に見切りをつけ、国づくりのため産業政策を自分の課題としたようだ。明治
10 年代、弥二郎は内務省さらに新設の農商務省の大黒柱として、懸命に産業立国の基
礎づくりに邁進した。その中心の一つが農業だったが、あるいはそこに篤く農事を尊ん
だ師吉田松陰の影響があったのかもしれない。　

脱
隊
騒
動
の
渦
中
に
身
を
投
じ
る

萩
の
乱
、
西
南
戦
争
で
も

水
は
黄
金
の
種
と
な
る
ら
ん　

９
年
（
１
８
７
６
）
の
萩
の
乱
、
翌
年
の
西
南
戦
争

と
続
い
た
。

　
萩
の
乱
で
は
発
生
の
半
年
前
、
萩
に
帰
り
松
下
村

塾
同
窓
の
前
原
一
誠
に
翻ほ

ん
い意

を
説
い
た
。
幾
度
も「
異

心
は
な
い
」
と
繰
り
返
す
前
原
を
す
っ
か
り
信
じ
て

し
ま
う
の
だ
が
、
品
川
に
は
そ
う
し
た
人
の
よ
さ
・

甘
さ
が
終
生
つ
き
ま
と
っ
た
。
そ
れ
は
、
常
に
自
分

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
他
人
の
誠
と
善
を
信
じ
た
師

　
脱
隊
騒
動
は
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
末
か
ら
翌

年
２
月
に
か
け
長
州
（
山
口
）
藩
で
起
き
た
大
規
模

な
兵
士
の
脱
走
・
反
乱
事
件
で
あ
る
。
輝
か
し
い
革

命
戦
の
主
役
を
つ
と
め
た
諸
隊
兵
士
た
ち
が
、
戦
争

が
終
わ
る
や
御
用
済
み
と
ば
か
り
に
大
リ
ス
ト
ラ
さ

れ
る
の
に
激
し
く
抵
抗
し
た
。
大
半
が
農
民
と
陪

臣
（
又
家
来
）
層
出
身
の
約
１
２
０
０
人
が
反
し
、

１
０
６
人
も
が
処
刑
さ
れ
る
悲
惨
な
結
果
に
終
わ

る
。　

　
品
川
は
隊
長
職
の
監
軍
に
任
じ
ら
れ
、
自
ら
渦
中

に
入
っ
て
内
部
か
ら
鎮
静
を
は
か
っ
た
。
命
が
け
の

仕
事
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
松
下
村
塾
以
来
の
親

友
・
野
村
靖
が
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。　

　
「
品
川
は
い
わ
ゆ
る
徳
望
が
あ
る
の
で
殊こ

と
さ
ら更

に
身

を
そ
の
兵
隊
の
中
に
投
じ
て
鎮
撫
を
謀は

か
っ
た
。
こ
れ

は
到
底
私
な
ど
に
は
出
来
な
い
。
私
な
ど
が
行
こ
う

も
の
な
ら
ば
す
ぐ
に
兵
隊
に
叩
き
殺
さ
れ
て
仕し

ま舞

う
」　

　
し
か
し
、
反
乱
の
根
は
革
命
藩
が
背
負
っ
た
宿
命

的
な
時
代
の
矛
盾
に
あ
り
、
一
品
川
の
徳
望
で
抑
え

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
乱
鎮
定
後
、
形

式
的
だ
が
、「
長
官
と
し
て
鎮
撫
方
不
行
届
き
」
の

廉か
ど

で
逼ひ

っ
そ
く塞

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。　

　
反
乱
鎮
撫
と
い
う
危
な
く
て
損
な
役
回
り
は
明
治←

←

←

←

←

入
り
、
籠
城
戦
に
参
加
し
た
が
、
こ
の
時
あ
え
て
見

逃
し
て
く
れ
た
佐さ

っ
さ
と
も
ふ
さ

々
友
房
と
は
後
年
、
政
治
活
動
を

共
に
し
た
。　

　
そ
の
佐
々
が
言
っ
て
い
る
。「
品
川
子
爵
は
い
つ
も

危
難
の
際
に
身
を
挺
し
て
事
に
当
た
る
人
で
す
。
彼か

の
人
の
特
色
と
し
て
感
心
す
る
こ
と
で
す
」　

　
危
な
い
仕
事
は
自
ら
引
き
受
け
て
い
た
の
だ
。　

　
岩
が
根
を
砕
き
て
お
つ
る
い
な
わ
し
ろ
の　

　
　
　
　
　
　
　
水
は
黄
金
の
種
と
な
る
ら
ん　

　
こ
の
「
小
伝
」
連
載
の
初
め
に
、
会
津
旅
行
で
ガ

イ
ド
さ
ん
の
口
か
ら
品
川
弥
二
郎
の
和
歌
が
と
び
だ

し
驚
い
た
こ
と
を
書
い
た
。
猪い

な
わ
し
ろ
こ

苗
代
湖
か
ら
安あ

さ
か積

疏

水
を
引
き
広
大
な
原
野
を
灌
漑
す
る
大
工
事
は
、
明

治
12
年
（
１
８
７
９
）
か
ら
３
年
間
、
国
営
で
行
わ

れ
た
。

　
途
中
、
物
価
の
高
騰
で
工
事
予
算
が
５
割
近
く
も

は
ね
上
が
る
問
題
が
起
き
た
と
き
、
自
ら
現
地
を
検

分
し
て
予
算
増
額
を
実
現
し
た
の
が
品
川
で
あ
る
。

内
務
省
少し

ょ
う
ゆ
う輔

兼
勧
農
局
長
だ
っ
た
。
２
年
後
、
工

事
の
完
成
式
で
祝
詞
を
の
べ
、
こ
の
歌
を
披
露
し
て

人
々
と
喜
び
を
共
に
し
た
の
だ
ろ
う
。　

　
既
に
彼
は
新
設
さ
れ
た
農
商
務
省
の
大た

ゆ
う輔

（
次
官
）

に
な
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と
弥
二
さ
ん
ら
し
い
素
直

で
わ
か
り
や
す
い
歌
で
あ
る
こ
と
か
。　

　
こ
の
安
積
疏
水
事
業
に
つ
い
て
、
品
川
は
自
分
で

「
猪
苗
代
湖
水
利
見
聞
略
記
」
を
書
き
、
印
刷
し
て
同

志
に
配
っ
た
。
も
っ
て
彼
の
打
ち
込
み
よ
う
が
わ
か

る
。　

　
農
政
は
当
初
、
内
務
省
が
管
轄
し
た
が
、
明
治
14

年
（
１
８
８
１
）
に
農
商
務
省
が
独
立
新
設
さ
れ
た
。

品
川
は
内
務
省
か
ら
農
商
務
省
に
同
じ
少
輔
で
横
滑

り
し
た
が
、
実
は
こ
の
と
き
農
商
務
省
に
大
輔
は
お

か
れ
ず
、
少
輔
も
品
川
一
人
だ
っ
た
（
翌
年
、
大
輔

に
昇
格
）。　

　
大
臣
で
あ
る
卿
も
初
代
の
河こ

う
の
と
が
ま

野
敏
鎌
が
政
変
の
た

め
わ
ず
か
半
年
で
西
郷
従つ

ぐ
み
ち道

に
代
わ
っ
た
。
西
郷
は

有
能
な
部
下
に
全
て
を
任
せ
る
タ
イ
プ
。
こ
の
た
め
、

省
内
の
実
権
は
品
川
に
委
ね
ら
れ
、
健
康
を
害
し
て

辞
任
す
る
ま
で
の
約
５
年
間
、
新
生
日
本
の
産
業
政

策
運
営
の
中
心
に
す
わ
っ
た
。　

　
彼
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
国
民
新
聞
は
「
品
川
子

（
爵
）
は
久
し
き
間
、事
実
上
の
農
商
務
大
臣
た
り
き
」

と
書
い
た
。　

　

農
政
で
力
を
尽
く
し
た
一
つ
が
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
技
術
の
研
究
と
指
導
教
育
に
あ
た
る
農
業
団

体
の
創
設
と
育
成
だ
っ
た
。
明
治
14
年
の
大だ

い
に
っ
ぽ
ん

日
本
農

事
実
上
の
農
商
務
大
臣
と
し
て



松
陰
に
似
て
い
た
と
も
い
え
る
。　

　
西
南
戦
争
で
は
薩
摩
軍
と
共
同
し
た
熊
本
士
族
の

鎮
撫
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
着
い
た
と
き
は
既
に
薩
軍

が
迫
ま
り
、
県
庁
仮
庁
舎
を
壮
士
に
囲
ま
れ
、
危
な

い
目
に
あ
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
脱
出
し
て
熊
本
城
に

（５）

脱
隊
騒
動
処
刑
者
の
供
養
塔
（
山
口
市
大
内
）

西
郷
従つ

ぐ
み
ち道

が
発
起
人
総
裁

と
な
っ
て
建
立
さ
れ
た
品

川
弥
二
郎
の
銅
像
（
東
京・

九
段
坂
上
）

←

　
40
年
前
、
萩
高
教
師
で
あ
っ
た
父
が

中
学
生
の
私
に
受
験
勉
強
に
専
念
さ
せ

る
た
め
の
説
得
は
、「
世
間
に
出
て
か

ら
の
能
力
評
価
な
ど
と
い
う
も
の
は
評

価
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
不
可
解
こ
の

上
も
な
い
。
会
社
員
で
も
公
務
員
で
も

自
分
が
納
得
で
き
る
評
価
な
ど
期
待
で

き
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
大
学
入
試

な
ど
、
与
え
ら
れ
た
試
験
問
題
に
正
解

さ
え
す
れ
ば
、
お
ま
え
の
よ
う
な
人
間

で
も
誰
で
も
が
ま
っ
た
く
平
等
に
評
価

さ
れ
る
の
だ
か
ら
単
純
明
快
で
公
明
正

大
な
世
界
だ
。
こ
ん
な
機
会
を
見
逃
し

た
ら
損
だ
ろ
う
。」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
過
去
20
年
に
わ
た
り
、
人
々
を
い

か
に
動
機
付
け
す
る
か
コ
ー
チ
す
る
か

に
苦
心
惨
憺
し
て
き
た
経
験
か
ら
判
定

し
て
み
て
も
こ
れ
は
な
か
な
か
の
「
動

機
付
け
」だ
と
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
暗
澹
た
る
恣
意
性
の
世
界

と
き
め
つ
け
ら
れ
が
ち
な
ビ
ジ
ネ
ス

社
会
も
30
年
余
を
経
過
し
て
い
ま
や
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
と
呼
ば
れ
る
人
類
史
上

で
も
っ
と
も
激
烈
な
生
存
競
争
時
代
に

入
り
、
ど
の
よ
う
な
業
績
が
評
価
さ
れ

ど
の
よ
う
な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
か
が

明
確
か
つ
具
体
的
に
公
開
さ
れ
議
論
さ

れ
る
世
界
へ
と
変
貌
し
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
の
時
代
と
は
、
主
要
な

工
業
製
品
に
関
し
て
世
界
中
で
需
要
を

供
給
能
力
が
上
回
り
さ
ら
に
そ
の
過
剰

供
給
量
を
も
超
え
て
過
剰
な
米
ド
ル
通

貨
が
世
界
を
席
捲
し
て
い
る
時
代
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
で
は
投
資

家
が
否
応
な
し
に
最
高
の
影
響
力
を
も

ち
、
投
下
資
金
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
大

き
な
利
益
率
を
実
現
で
き
る
か
の
一
点

で
経
営
手
腕
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が

評
価
判
定
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
能
力
要
件
も
明
解
か
つ
具
体
的
に
定

義
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
さ
ら

に
こ
の
よ
う
な
米
国
型
資
本
主
義
の
容

赦
な
い
弱
肉
強
食
競
争
が
地
球
環
境
や

人
間
の
心
に
ま
で
脅
威
を
与
え
始
め
た

こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
時
代
を
乗
り
越

え
て
新
し
い
未
来
社
会
を
実
現
す
る

リ
ー
ダ
ー
要
件
に
つ
い
て
の
議
論
も
芽

生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
現
在
欧
米･

　ズーム
　 アップ  
　

今
回
は
、
今
年
２
月
「
戦
略
リ
ー
ダ
ー
の
思
考
技
術
」
を
出
版
し

た
大
中
忠
夫
さ
ん
に
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ス
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
・
ク
ー
パ
ー
ス
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

大

中

忠

夫

氏

日
本
企
業
で
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
要
件
が
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。
こ
れ
は

「
人
々
を
拘
束
す
る
伝
統
的
な
慣
習
や

管
理
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
て
、
組
織

や
社
会
の
目
標
実
現
の
た
め
に
人
々
の

意
欲
と
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
の
行
動
群
」
を
体
系
化
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
コ
ッ

タ
ー
教
授
が
提
唱
し
た
体
系
で
す
が
、

萩
の
地
に
生
ま
れ
た
人
で
あ
れ
ば
こ
れ

が
松
下
村
塾
生
の
育
成
方
針
と
同
じ
だ

と
い
う
こ
と
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
21

世
紀
の
日
本
社
会
を
切
り
開
く
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
も
、
や
は
り
、
人
の
意
欲
と

能
力
を
ひ
き
だ
す
と
い
う
松
陰
先
生
の

信
念
か
ら
う
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
思

い
至
る
と
松
陰
先
生
の
地
に
生
ま
れ
た

こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
勇
気
付
け
ら
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
萩
が
景
気
低
迷
や
米

国
型
資
本
主
義
ビ
ジ
ネ
ス
の
波
に
翻
弄

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
日
本
社
会

の
心
の
故
郷
、
原
点
と
し
て
の
自
信
と

誇
り
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
大
い
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
萩
高
22
期
卒
）

父
の
ひ
と
こ
と

松
陰
の
教
育
方
針

萩
の
思
い
出

　
上
京
し
て
初
め
て
下
宿
し
た
世
田
谷

区
若
林
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
の
下
宿

の
裏
側
に
、
松
陰
神
社
が
あ
る
の
に

気
が
付
い
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
縁

で
、
30
年
ぐ
ら
い
前
に
萩
に
帰
っ
た
と

き
に
、
松
陰
先
生
の
お
墓
を
訪
ね
て
み

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
墓
石
が
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
型
の
小
さ
な
も
の
で
、
謙
虚

に
家
族
の
一
員
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
ひ
ど
く
感
動
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
萩
高
22
期
、東
京
大
学
工
学
部
、カ
ー

ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
経
営
修
士
卒
。
三

菱
商
事
、米
ゼ
ネ
ラ
ル・エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
社
を
経
て
現
在
プ
ラ
イ
ス
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ウ
ス
・
ク
ー
パ
ー
ス･

コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
社
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
主
に
企

業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
評
価
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
従
事
。

近
著
「
戦
略
リ
ー
ダ
ー
の
思
考
技
術
」

（
２
０
０
０
年
２
月
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

刊
）。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

会
、
翌
年
の
大
日
本
山
林
会
と
大
日
本
水
産
会
。
い

ず
れ
も
皇
族
を
会
頭
に
す
え
、
品
川
自
身
が
初
代
幹

事
長
に
な
る
。

　
そ
れ
も
形
だ
け
の
幹
事
長
で
は
な
い
。
し
ば
し
ば

研
究
の
た
め
の
小
集
会
に
参
加
し
、
各
地
の
支
会
集

会
に
も
出
席
し
た
と
い
わ
れ
る
。　
　
　
（
つ
づ
く
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
史
家　
北
村　
知
紀



（６）

未
来
が
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る　
萩
国
際
大
学　
学
生
募
集

■
萩
国
際
大
学
学
生
募
集

　
萩
国
際
大
学
で
は
、
来
年
度
の
新
入

生
お
よ
び
編
入
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

進
学
前
の
子
弟
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
、萩
の
大
学
を
勧
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
国
際
学
科
】

　
異
文
化
社
会
の
深
い
知
識
と
理
解
を

持
っ
て
、
日
本
と
世
界
と
の
か
か
わ
り

を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
行
動
が
で

き
る
人
材
を
育
成

コ
ー
ス　
比
較
文
化
コ
ー
ス
、
比
較
経

済
コ
ー
ス

【
経
営
情
報
学
科
】

　
21
世
紀
の
新
し
い
企
業
の
経
営
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
創

造
能
力
と
、
経
営
政
策
を
立
案
で
き
る

経
営
管
理
能
力
に
長
じ
た
人
材
を
育
成

コ
ー
ス　
情
報
コ
ー
ス
、経
営
コ
ー
ス
、

会
計
コ
ー
ス

■
１
年
次
学
生
募
集
（
３
０
０
名
）

国
際
学
科　
１
４
０
名

経
営
情
報
学
科　
１
６
０
名

※
詳
細
は
下
表
（
上
）
参
照
。

■
編
入
学
生
募
集
（
２・３
年
次
）

【
Ａ
日
程
】

出
願
期
間　
９
月
11
日
（
月
）
〜
29
日

（
金
）
消
印
有
効

試
験
日　
10
月
１
日
（
日
）

試
験
場　
萩
国
際
大
学

【
Ｂ
日
程
】

出
願
期
間　
11
月
１
日
（
水
）
〜
15
日

編入学年 学　科

経営情報学科

募集人員
○学士の学位を有する者および平成 13 年３月までに授与される見込みの者
○短期大学または高等専門学校を卒業した者および平成 13 年３月卒業見込みの者
○大学に２年以上在学（平成 13 年３月までに２年以上の在学となる者を含む）し、
62 単位以上を修得した者および修得見込みの者
○修業年限が２年以上で、総授業時間 1,700 時間以上の専修学校の専門課程を卒業し
た者および平成 13 年３月卒業見込みの者
○その他、前各号に掲げる者と同等以上の学力があると萩国際大学が認めた者
○上記の第３年次編入学出願資格を有する者
○大学を退学した者（大学に１年以上在学し、31 単位以上を修得した者）および平成
13 年３月までに大学１年以上の在学となり、31 単位以上修得見込みの者

国際学科

国際学科

経営情報学科

第３年次

第２年次

10 名

10 名

若干名

若干名

出　願　資　格
■編入学生・募集人数・出願資格

（
水
）
消
印
有
効

試
験
日　
11
月
19
日
（
日
）

試
験
場　
萩
国
際
大
学
、
小
郡
、
広

島
、
松
山
、
小
倉

※
詳
細
は
下
表
（
下
）
参
照
。

■
萩
国
際
大
学
独
自
の
特
待
生
制
度

の
創
設
（
予
定
）

内　
容　
学
納
金
（
入
学
金
・
授
業

料
・
施
設
維
持
費
・
維
持
費
）
の
半

額
免
除

応
募
対
象　
保
護
者
が
萩
市
内
に
住

所
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
萩
市
内
の

高
等
学
校
を
卒
業
（
見
込
み
）
の
者

募
集
人
員　
若
干
名

一般選抜

Ａ日程

入試区分

Ｂ日程
大学入試
センター
試験利用

11 月 24 日（金）

推　薦　選　抜

特　別　選　抜 11 月 19 日（日）
10 月 20 日（金）
〜 11 月 16 日（木）

選　抜　方　法 出願期間 試験日 合否発表日

面接および書類選考

書　類　選　考

「国語Ⅰ・Ⅱ」（古文・漢文を除く）
または「英語Ⅰ・Ⅱ」から１科目（60 分、
100 点満点）および書類選考
次の①②の計２科目合計点および書類選考
①外国語（英語）
②「国語Ⅰ」、「国語Ⅰ・Ⅱ」、「日本史Ａ」、「日
本史Ｂ」、「世界史Ａ」、「世界史Ｂ」、「地理Ａ」、

「地理Ｂ」、「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」
から１科目を選択
※①②それぞれ 200 点満点、計 400 点満点。
ただし、地理歴史・公民については得点の２倍
換算点 200 点満点。

（本学個別学力検査等なし）

Ｃ日程
「国語Ⅰ・Ⅱ」（古文・漢文を除く）
または「英語Ⅰ・Ⅱ」から１科目（60 分、
100 点満点）および書類選考

11 月１日（水）

〜 11 月 21 日（火）
志願者に個別連絡

１月９日（火）
〜１月 31 日（水）

２月４日（日） ２月８日（木）

１月 22 日（月）

〜２月 13 日（火）
２月23日（金）

２月７日（水）

〜３月 21 日（水）
３月26日（月） ３月28日（水）

【試験場】萩国際大学、小郡、広島、松山、小倉　※出願書類は、当日消印有効。別に私費留学生選抜もあります。

■平成 13 年度学生募集日程（両学科共通）

大学入試セン
ター試験日
１月20日（土）
　　21 日（日）

問
い
合
わ
せ　

萩
国
際

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８・２
４・４
０
０
０
）
へ

■
萩
市
の
萩
国
際
大
学
進
学
奨
学
金

の
創
設
（
予
定
）

内　
容　
奨
学
金
年
間
１
名
あ
た
り

30
万
円
の
給
付

※
萩
市
内
の
篤
志
家
か
ら
の
寄
付

応
募
対
象　
保
護
者
が
萩
市
内
に
住

所
を
有
す
る
者

募
集
人
員　
１
学
年
５
名
程
度
（
予

定
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

４
０
８
）
へ
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オープンキャンパス
萩国際大学模擬授業、イ

ベントなどを
通じて萩国際
大学を体験 !!

参加者は
受

（ ３ 万 円 ）
験料免除

　

６
月
10
日
か
ら
、
萩
国
際
大
学
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
始
ま
り
ま
し

た
。
入
試
説
明
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
毎

回
施
設
紹
介
を
兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
参
加
者
と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
萩
国
際
大
学

■
学
校
見
学
会

と　
き　
７
月
８
日（
土
）、29
日（
土
）、

８
月
５
日
（
土
）、
26
日
（
土
）、
10
月

14
日
（
土
）、
28
日
（
土
）
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
３
時

■
模
擬
授
業
と
イ
ベ
ン
ト

と　

き　

７
月
22
日
（
土
）、
８
月
19

日
（
土
）、
９
月
９
日
（
土
）
午
前
11

時
30
分
〜
午
後
３
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
日
前

ま
で
に
萩
国
際
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８・２
４・４
０
０
０
）

　
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
が
運
行
を
開

始
し
て
、
６
月
末
で
３
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
。

　
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
は
、
萩
市
が

観
光
と
福
祉
を
目
的
に
、
４
月
か
ら
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
運
賃
は
、
１
回

の
乗
車
で
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
一
律

１
０
０
円
で
、
毎
日
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
５
月
ま
で
の

利
用
状
況
は
、
４
月
１
か
月
間
で
一
便

当
た
り
の
利
用
者
10
・３
人
に
対
し
て
、

５
月
ま
で
の
２
か
月
で
は
11
・
１
人
。

１
日
平
均
５
５
８・
８
人
の
方
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
赤
い
バ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

が
萩
の
ま
ち
に
浸
透
し
て
き
た
の
か
、

徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
利
用
し
た
人
数
は
２
か
月

間
で
、
東
周
り
の
「
松
陰
先
生
」
が

１
万
９
２
０
３
人
、
西
回
り
の
「
晋

運
行
開
始
か
ら
２
か
月　

萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
順
調

１便平均

11.1 人

作
く
ん
」
が
１
万
４
８
８
１
人
、
合
計

３
万
４
０
８
４
人
で
し
た
。
利
用
時
間

帯
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
台
が

全
体
の
84
％
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
萩
へ
お
帰
り
の
際
は
、

便
利
な
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　現在、順調に運行している萩循環
まぁーるバスで萩観光を楽しんでもら
おうと、市ではガイドブック「まぁー
るバスで萩を楽しむ」（１冊 100 円）
を発行しました。ポケットサイズ 43
ページにまぁーるバスの全運行コース
の紹介と、停留所付近の観光スポット
の紹介、モデルコースや郷土料理、特
産品が、写真付きで紹介されています。

観光ガイドブック
「まぁーるバスで萩を楽しむ」

問い合わせ　萩市観光課（０８３８・
２５・３１３１内線２４６）へ

萩
市
を
走
る
唯
一
の
特
急

い
そ
か
ぜ
存
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

山
陰
本
線
で
鳥
取
、
島
根
、
山
口
、

福
岡
の
４
県
を
結
び
、
萩
市
を
経
由
す

る
唯
一
の
特
急
い
そ
か
ぜ
の
廃
止
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
28
日
、
関
係
団
体
等
に
よ

る
「
山
陰
本
線
特
急
廃
止
問
題
対
策
協

議
会
」
を
開
催
し
、
沿
線
市
町
村
と
も

連
携
し
な
が
ら
官
民
あ
げ
て
運
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
５
月
23
日
、
こ
の
問
題
の
第

２
回
目
の
会
議
「
山
陰
本
線
特
急
い
そ

か
ぜ
存
続
対
策
会
議
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
で
、
今
後
の
運
行
存
続

対
策
、
推
進
体
制
等
が
審
議
さ
れ
、
引

き
続
き
官
民
あ
げ
て
の
利
用
促
進
策
の

検
討
や
要
望
活
動
を
強
力
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
今
後
、
浜
田
、
松
江
等
へ
の
ツ
ア
ー

を
検
討
す
る
な
ど
、
旅
行
会
社
等
へ
働

き
か
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
帰
省
や
観
光
の
際
に
特

急
い
そ
か
ぜ
を
利
用
す
る
な
ど
、
萩
市

唯
一
の
特
急
い
そ
か
ぜ
の
存
続
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
ウ
オ
ー
ク
第
１
ス

テ
ー
ジ

参
加
料　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
萩
市

集　
合　
８
月
４
日
（
金
）
の
午
前
９

時
ま
で
に
松
陰
神
社

コ
ー
ス　
松
陰
神
社
⇨
萩
駅（
約
４
㎞
）

◯
下
関
市

集　
合　
８
月
５
日
（
土
）
の
午
前
９

時
ま
で
に
下
関
市
吉
田
の
東
行
庵

コ
ー
ス　
東
行
庵
⇨
小
月
公
民
館
（
約

５
㎞
）、
長
府
観
光
会
館
⇨
桜
山
神
社

（
約
８
㎞
）

※
下
関
市
桜
山
神
社
に
て
午
後
７
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
松
陰
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

◯
北
九
州
市

集　
合　
８
月
６
日
（
日
）
の
午
前
10

時
ま
で
に
小
倉
北
区
の
小
倉
城
近
く
の

常
盤
橋
（
長
崎
街
道
の
起
点
）

コ
ー
ス　
【
午
前
】
小
倉
城
周
辺
、【
午

後
】
八
幡
の
由
里
の
松
並
木
、
木
屋
瀬

宿
周
辺

※
夜
間
は
「
わ
っ
し
ょ
い
百
万
夏
ま
つ

り
」
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
萩
市
企
画
課
内
実
行
委

員
会
（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
内

線
４
０
８
）
へ

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
ウ
オ
ー
ク
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

萩循環まぁーるバス（萩駅前）

吉
田
松
陰
生
誕
１
７
０
年
記
念
事
業



（８）

大
阪
指
月
会
総
会

か
ら
た
ち
会
総
会

関
西
か
ら
た
ち
会
総
会

た
ち
ば
な
会
関
西
支
部

総
会

大阪指月会

からたち会

関西からたち会

たちばな会関西支部

同窓会だより

姉妹都市締結 10 周年記念
「平安古備組」が輪島市を訪問

　

６
月
３
日
か
ら
４
日
に

開
催
さ
れ
た
「
輪
島
ま
つ

り
」
に
平
安
古
備
組
の

一
行
74
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
萩
市
と
輪
島
市

の
姉
妹
都
市
締
結
10
周
年

を
記
念
し
て
、
両
市
の
伝

統
芸
能
を
お
互
い
の
市
の

ま
つ
り
で
披
露
す
る
も
の

で
す
。

　
「
輪
島
ま
つ
り
」
の
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
、
沿

道
を
埋
め
た
２
万
人
の
市

民
か
ら
温
か
い
歓
迎
の
拍

手
で
迎
え
ら
れ
た
一
行
は

「
長
州
一
本
槍
」
や
「
草
履
舞
」
な
ど

の
妙
技
を
披
露
し
、
見
物
客
の
歓
声
と

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
草

履
舞
」
の
お
姫
様
役
に
は
、
公
募
で
選

ば
れ
た
輪
島
市
の
小
学
生
が
つ
と
め
ま

し
た
。

　

今
度
は
、「
萩
夏
ま
つ
り
」
に
「
輪

島
キ
リ
コ
灯
籠
」
が
参
加
し
ま
す
。

　
第
55
回
大
阪
指
月
会
総
会
が
、
４
月

23
日
正
午
か
ら
大
阪
市
北
区
の
大
阪
弥

生
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
、
来
賓
あ
わ
せ
て

１
０
１
名
が
参
加
し
、
去
年
に
も
ま
し

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
挨
拶
で
伊
藤
会
長
か
ら
「
会
の

終
了
ま
で
全
員
が
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
来
賓
挨
拶
に
続
い
て
、
萩
高
と
萩
南

高
の
合
併
当
時
、
両
校
の
生
徒
を
代
表

し
て
握
手
を
交
わ
し
た
玉
木
明
さ
ん
と

静
間
愛
子
さ
ん
が
大
阪
指
月
会
の
会
場

で
50
年
ぶ
り
に
再
会
し
、
再
現
の
握
手

が
交
わ
さ
れ
、
萩
高
３
期
卒
の
皆
さ
ん

は
、
当
時
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い

ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
入
る
と
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
先

輩
後
輩
入
り
交
じ
っ
て
、
萩
高
時
代
の
懐

か
し
い
昔
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
恒
例
の
お
楽
し
み
福
引
抽
選
会
や
会

員
提
供
に
よ
る
名
画
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な

ど
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

た
会
も
終
わ
り
を
む
か
え
、
参
加
者
は
来

年
の
再
会
を
約
束
し
て
家
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　
第
35
回
萩
工
業
高
等
学
校
か
ら
た
ち

会
総
会
が
、
５
月
13
日
午
後
６
時
30
分

か
ら
萩
工
業
高
等
学
校
の
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
、
来
賓
あ
わ
せ
て
約
２
２
０
名

が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、山
根
会
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

会
計
報
告
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
役
員
の
改
選
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
役
員
が
再
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
入
る
と
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
、

高
校
時
代
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た

様
子
で
し
た
。
懇
親
会
の
途
中
に
は
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
催
し
の
最
後
は
、

お
楽
し
み
抽
選
会
。
当
選
番
号
を
読
み

上
げ
ら
れ
る
と
、
笑
顔
で
ス
テ
ー
ジ
へ

走
る
人
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
会
は
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
関
西
か
ら
た
ち
会
総
会
が
６
月
10
日

午
後
６
時
か
ら
、
会
員
、
来
賓
約
40
名

の
参
加
に
よ
り
、
大
阪
市
北
区
の
民
芸

茶
屋
「
豆
狸
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
出
羽
会
長
が
「
関
西
か
ら
た

ち
会
は
規
模
が
小
さ
い
も
の
の
、
会

員
相
互
の
結
束
は
固
い
も
の
が
あ
る
。」

と
挨
拶
し
た
後
、
諸
報
告
・
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
三
好
副
会
長
が
新
た
に
選

任
さ
れ
た
ほ
か
は
出
羽
会
長
を
は
じ
め

他
の
役
員
全
員
の
留
任
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
７
月
１
日
に
関
西
山
口
県
同

郷
会
の
会
長
に
就
任
が
決
ま
っ
て
い
る

伊
藤
大
阪
指
月
会
会
長
な
ど
来
賓
か
ら

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
入
る
と
、
今
年
の
参
加
者

の
中
に
は
、
20
代
、
30
代
の
若
い
会
員

も
お
り
、
彼
ら
は
、
父
親
と
同
じ
年
齢

の
先
輩
た
ち
に
熱
烈
歓
迎
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
三
好
副
会
長
が
来
年
も
同

じ
場
所
で
６
月
９
日
に
開
催
す
る
の

で
、
友
人
を
誘
い
合
っ
て
是
非
来
年
も

参
加
し
て
欲
し
い
と
締
め
く
く
り
参
加

者
全
員
が
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
た
ち
ば
な
会
関
西
支
部
総
会
が
６
月

18
日
正
午
か
ら
、
大
阪
府
吹
田
市
の
ホ

テ
ル
ダ
イ
ト
ウ
で
、
会
員
、
来
賓
約
70

名
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
梶
山
会
長
の
「
ふ
る
さ
と
の
訛
り
を

久
し
ぶ
り
に
聞
く
の
も
い
い
も
の
で
す

ね
。」
と
い
う
挨
拶
で
総
会
が
始
ま
り
、

来
賓
挨
拶
で
は
本
部
の
川
原
理
事
長
な

ど
数
多
く
の
方
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
役
員
改
選

で
は
、
杉
山
副
支
部
長
を
追
加
選
任
し

他
の
役
員
は
全
員
留
任
が
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
他
校
の
大
阪
地
区
の

同
窓
会
に
比
べ
若
い
出
席
者
が
多
く
、

終
始
華
や
い
だ
雰
囲
気
が
会
場
を
包
み

込
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
楽
し
み

の
抽
選
会
で
は
、
番
号
が
読
み
あ
げ
ら

れ
る
た
び
に
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
あ
が

る
な
ど
、
総
会
が
最
高
潮
に
達
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
が
あ
っ
と
言
う
間
に
終

わ
り
ま
し
た
。

平
安
古
備
組
の
熱
演



（９）

　

毛
利
藩
の
防
長
二
州
へ
の
移
封
に

伴
っ
て
、
譜
代
の
家
臣
で
あ
っ
た
私
ど

も
の
先
祖
が
、
萩
城
下
に
住
み
暮
ら
す

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
数
え
る

と
、
約
四
百
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
私
の
祖
父
が
ま
だ
幼
か
っ
た
明
治
年

間
の
始
め
、
一
家
は
東
京
に
移
っ
て
来

ま
し
た
の
で
、
私
は
父
と
同
様
、
残
念

な
が
ら「
萩
生
れ
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
故
郷
は
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
迷

わ
ず
「
萩
」
と
答
え
ま
す
。
代
々
の
先

祖
が
生
ま
れ
育
ち
、
暮
ら
し
た
所
の
持

つ
永
い
年
月
の
重
み
は
、
わ
ず
か
こ
こ

百
年
余
の
生
活
の
場
と
な
っ
た
東
京
の

そ
れ
と
は
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
萩
で
吉
田
松
陰
先
生
に

次
ぐ
人
気
者
で
あ
る
曾
祖
父
・
高
杉
晋

作
が
、
何
か
に
つ
け
萩
と
私
の
間
の
太

い
き
ず
な
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
否

め
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

も
う
大
分
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
民
放
テ
レ
ビ
の
今
も
続
い
て
い
る

人
気
番
組
が
、「
高
杉
晋
作
」
を
取
り

上
げ
て
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
出
演
を
、

と
頼
ま
れ
て
萩
ま
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

伺
い
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
ま
だ
現

役
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
し
た
の
で
、
録

画
撮
り
も
で
き
る
だ
け
短
時
間
で
、
と

お
願
い
し
た
の
で
、
撮
影
隊
と
萩
市
内

を
一
日
中
駆
け
回
る
破
目
に
な
り
ま
し

た
。

　
テ
レ
ビ
関
係
の
人
た
ち
は
、
良
く
言

え
ば
折
衝
力
に
す
ぐ
れ
、
悪
く
言
え
ば

少
々
傍
若
無
人
で
、
萩
駅
前
で
数
人
の

高
校
生
を
い
き
な
り
エ
キ
ス
ト
ラ
に
し

て
し
ま
う
か
と
思
う
と
、
明
倫
館
の
小

学
校
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
コ
ー
ラ
ス
を

再
演
さ
せ
て
、
チ
ャ
ッ
カ
リ
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と

し
て
録
音
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
具
合

で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
彼
ら
の
「
折
衝
力
」

の
お
か
げ
で
、
私
は
こ
の
時
初
め
て
、

松
下
村
塾
の
講
義
室
に
座
ら
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
も
の

で
あ
る
は
ず
も
な
い
畳
か
ら
は
、
な
ぜ

か
塾
生
た
ち
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
、

松
陰
先
生
の
像
は
、
今
に
も
「
声
涙
共

に
下
る
」
独
得
の
講
義
を
始
め
る
か
の

よ
う
に
思
え
、
そ
こ
で
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
セ
リ
フ
が
震
え
て
し
ま
っ
て

困
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
南
古
萩
町
に
は

私
ど
も
の
旧
宅
が
、
現
在
お
住
ま
い
の

久
継
家
や
市
の
ご
尽
力
で
遺
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
を
訪
れ
る
た
び
に
、
わ

が
家
が
東
京
に
出
て
行
か
な
か
っ
た

ら
、
自
分
の
生
き
方
も
随
分
変
わ
っ
て

い
た
に
違
い
な
い
、
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。

四
百
年
の
重
み
を
感
じ
て

高
杉　
勝
さ
ん

高
杉
晋
作
の
ひ
孫

　
浜
崎
町
・
住
吉
神
社
の
祭
礼
だ
が
、
３
４
０
年
前

の
江
戸
時
代
か
ら
、
庶
民
か
ら
殿
様
ま
で
萩
の
町
あ

げ
て
の
最
大
の
祭
り
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

夏
祭
り
特
有
の
浮
き
立
つ
開
放
感
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
人
々
に
懐
か
し
い
思
い
出
を
刻
ん
で
き
た
。
神

幸
祭
の
山
車
「
御
船
」
の
上
で
格
調
高
く
う
た
わ
れ

る
「
御
船
謡
」
は
山
口
県
の
無
形
文
化
財
。
写
真
は

浜
崎
町
の
踊
り
車
の
よ
う
だ
。
当
時
は
５
台
も
６
台

も
出
た
ら
し
い
。
右
手
の
看
板
に
見
え
る
「
吉
賀
商

店
」
は
今
の
「
吉
賀
洋
品
店
」、
そ
の
向
こ
う
に
「
住

吉
座
」
の
屋
根
。
賑
わ
う
見
物
客
の
中
に
は
モ
ダ
ン

な
洋
装
の
女
性
の
姿
も
あ
る
。

萩
第
一
の
住
吉
祭

　　　　　　　　　　　　　　賑わう住吉祭（浜崎町、大正末期〜昭和初期）

●このコーナーは、大正、昭和初期の萩の風景を撮影した写真を募集しています。（連絡先　萩市広報課　☎ 0838・25・3131）
●このコーナーで紹介された写真は、萩市ホームページ（http://www.urban.ne.jp/home/hagicity/）でも紹介しています。

高杉晋作誕生地

高
杉
晋
作
関
連
書
籍

■
「
晋
作
語
録
」
一
坂
太
郎
著
・
山

口
新
聞
出
版
部
（
１
８
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ　
山
口
新
聞
出
版
部

（
０
８
３
２・６
６・５
２
６
８
）

■
「
面
白
き
こ
と
も
な
き
世
を

面
白
く
ー
高
杉
晋
作
が
語
る
幕

末
の
ひ
び
き
ー
」
野
村
武
史
著

（
２
０
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ　

野
村
さ
ん

（
０
８
３
２・５
２・５
４
４
６
）

高杉勝さん

（
67
歳
）



　

５
月
１
日
に
発
売
さ
れ
た
ふ
る

さ
と
切
手
「
中
国
地
方
の
自
然
〜

花
」
は
、
中
国
五
県
の
花
と
代
表

的
な
名
所
、
旧
跡
を
あ
し
ら
っ
た

５
種
類
が
あ
り
ま
す
。
山
口
県
出

身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
尾
崎
真

吾
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

（10）

初
出
荷
の
様
子

デートは
萩ガラス工房で !?

しま・やま恋風景二十選決定
　

島
根
・
山
口
観
光

振
興
協
議
会
が
、
両

県
の
新
た
な
観
光
Ｐ

Ｒ
に
活
用
し
よ
う
と

募
集
し
て
い
た
、
恋

の
思
い
出
が
あ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
「
し
ま
・

や
ま
恋
風
景
二
十
選
」

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
中
国
・
九
州
地
方
か
ら
54
点
の
応
募

が
あ
り
、
萩
市
で
は
萩
ガ
ラ
ス
工
房
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
萩
ガ
ラ
ス
工
房
は
笠

山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
萩
ガ
ラ
ス
工
房
が
、
新

た
な
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

中
国
地
方
ふ
る
さ
と
切

手
に
ナ
ツ
ミ
カ
ン
の
花

林
良
雄
氏　
ご
逝
去

　
元
萩
市
議
会
議
長
で
、
萩
信
用
金
庫

非
常
勤
理
事
相
談
役
の
林
良
雄
氏
が
、

去
る
５
月
７
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
県
熊
毛
郡
熊
毛
町
出
身
。
萩
信

用
金
庫
理
事
長
、
全
国
信
用
金
庫
連
合

会
理
事
、
萩
信
用
金
庫
会
長
、
萩
市
議

会
議
長
、
山
口
県
公
安
委
員
長
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
49
年
か
ら

平
成
３
年
ま
で
、
萩
高
等
学
校
同
窓
会

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
長
男
の
秀

宣
氏
は
、
元
萩
市
長
。
享
年
92
歳
。

全国新酒鑑評会で
萩地域の３酒が金賞を受賞
　国税庁醸造研究所主催の全国新酒鑑評会の
99 年度の入賞酒が決まり、山口県内からは
５点が金賞を受賞しました。このうち３点は
萩酒造組合の製造場が占め、萩地域の酒造り
の技術の高さが全国で認められました。
　この鑑評会は、全国規模で開かれる唯一の
清酒鑑評会で、今年は全国から 879 点が出
品されました。厳しい審査を経て、219 点が
金賞に選ばれました。
　皆さんも、ぜひ萩のおいしいお酒を楽しん
でみてはいかがでしょうか。

【萩地域の金賞酒】
●長陽福娘（萩市、岩崎酒造）
●宝船（萩市、中村酒造）
●長門峡（川上村、岡崎酒造場）
問 い 合 わ せ　 萩 酒 造 組 合（0838・22・
0364）

　
萩
市
椿
東
の
萩
小
畑
漁
港
で
、
月
に

１
回
行
わ
れ
て
い
る
朝
市
「
萩
シ
ー

ポ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
、
５
月
20

日
、
防
府
市
の
ス
ー
パ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
朝
市
は
、
萩
シ
ー
ポ
ー
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
交
流
会
（
守
田
良
夫
会
長
）
が

主
催
。
同
交
流
会
は
、
地
元
の
漁
師
、

水
産
加
工
業
者
、
農
家
な
ど
が
参
加
し

て
、１
９
９
５
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
第
２
日
曜
日
に
、
新
鮮
な
魚
介
類

や
野
菜
を
、
市
価
の
約
３
割
安
で
販
売

し
、毎
回
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
外
の
消
費
者
と
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
、
萩
の
魚
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
、
初
め
て
市
外
に
出
店
し
た
も
の

で
す
。

　
朝
市
で
は
、
取
れ
た
て
の
鮮
魚
や
か

ま
ぼ
こ
な
ど
の
加
工
品
、
農
産
物
が
販

売
さ
れ
、
多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

防府市での出店の様子

　

同
交
流
会
の
中
原
憲
明
事
務
局
長

は
、「
新
鮮
で
お
い
し
い
萩
の
魚
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
市

外
へ
進
出
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
萩
小
畑
漁
業
協
同
組
合

（
０
８
３
８・２
５・２
８
２
２
）
へ

萩ガラス

作業工程もご覧になれます

萩
の
朝
市
が
市
外
へ
初
出
店
！

「
萩
ス
イ
カ
」
初
出
荷

　
「
潮
風
の
香
り
す
る
甘
い
萩
ス
イ
カ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、６
月
２
日
、

県
内
最
大
の
ス
イ
カ
の
生
産
地
、
萩
市

相
島
で
今
年
の
ス
イ
カ
が
初
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。

　

萩
ス
イ
カ
は
、「
紅
大
」
と
い
う
品

種
で
、
甘
く
て
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
歯
ご

た
え
が
特
徴
で
す
。

　
今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
育
も
順

調
。
８
月
10
日
頃
ま
で
出
荷
を
続
け
、

１
０
０
０
ト
ン
、
１
億
８
０
０
０
万
円

の
売
り
上
げ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
出
荷
先
は
、
県
内
で
は
防
府
、

下
関
方
面
、
遠
く
は
北
九
州
、
大
阪
市

場
な
ど
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
「
萩
ス
イ
カ
」
を
見
か
け

た
ら
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

潮
風
の
香
り
！

　

山
口
県
は

ナ
ツ
ミ
カ
ン

の
花
と
青
海

島
の
絵
が
描

か
れ
て
い
ま

す
。
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気
に
な
る
お
店
紹
介

こ
だ
わ
り
の
蕎
麦
と
器
「
が
ん
こ
庵
」

　
１
９
９
２
年
に
島
根
県
松
江
市
か
ら

来
た
ご
主
人
が
、
堀
内
で
開
い
た
そ
ば

屋
「
が
ん
こ
庵
」。
今
年
の
４
月
に
は
、

木
戸
孝
允
旧
宅
前
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
店
名
の
由
来
は
、
店
を
訪
れ
る
お
客

さ
ん
が
頑
固
だ
か
ら
と
か
。
何
度
も
足

を
運
ぶ
そ
ば
好
き
の
お
客
さ
ん
も
多
い

そ
う
で
す　

　
こ
の
店
の
一
番
の
お
す
す
め
は
、
浜

中
月
村
、
岡
田
裕
、
波
多
野
善
蔵
、
吉

賀
將
夫
さ
ん
な
ど
の
萩
焼
の
器
を
使
っ

た
名
物
・
皿
そ
ば
（
８
８
０
円
）。「
こ

れ
だ
け
の
萩
焼
作
家
の
作
品
を
、
普
段

お
店
で
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
他
に

は
な
い
の
で
は
」
と
奥
さ
ん
。
お
皿
だ

け
で
５
、６
０
０
枚
は
あ
る
そ
う
で
す
。

　
皿
そ
ば
は
、
５
枚
と
も
違
う
作
家
の

作
品
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器

の
魅
力
を
楽
し
め
ま
す
。
そ
ば
ち
ょ
こ

や
徳
利
も
全
て
特
注
で
、
細
部
ま
で
こ

だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
ば
に
も
こ
だ
わ
り
が

あ
り
、
厳
選
し
た
国
産
の
そ
ば
粉
を
石

臼
で
ひ
き
、
手
で
こ
ね
、
手
で
打
ち
、

一
切
機
械
は
使
い
ま
せ
ん
。「
そ
ば
は

生
き
も
の
。
ゆ
で
た
て
が
一
番
お
い
し

い
。
出
さ
れ
た
ら
す
ぐ
味
わ
っ
て
欲
し

い
」
と
ご
主
人
は
言
い
ま
す
。

　
皿
そ
ば
以
外
に
、ざ
る
そ
ば（
６
５
０

円
）、
そ
ば
が
き
（
８
５
０
円
）、
三

代
そ
ば
（
８
５
０
円
）、
鴨
な
ん
ば
ん

（
１
０
０
０
円
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
「
が
ん
こ
庵
」
で

こ
だ
わ
り
の
蕎
麦
と
器
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
話
好
き
の

奥
さ
ん
が
、明
る
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

右からご主人の坂中勇介さん、奥さん、息子さん

名物・皿そば

が
ん
こ
庵
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

☎
０
８
３
８・２
２・６
２
７
１

●
萩
市
呉
服
町
２
ー
39

●
営
業
時
間　
午
前
11
時
〜
午
後
４

時
（
た
だ
し
、売
り
切
れ
次
第
閉
店
）

●
定
休
日　
火
曜
日

第
７
回
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世
界
映
画
芸
術
祭　
開
催

　
第
７
回
目
を
迎
え
る
「
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世

界
映
画
芸
術
祭
」
が
、
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
古
来
よ
り
東
西
文
明
の
要

衝
で
あ
り
、
２
０
０
０
年
に
わ
た
る
異

文
化
交
流
を
通
じ
て
、
独
自
の
文
明
を
築

き
上
げ
た
地
中
海
に
焦
点
を
あ
て
、
日
本

未
公
開
の
作
品
10
本
を
特
集
上
映
し
ま
す

（
左
表
中
＊
が
地
中
海
映
画
）。

　

萩
の
映
画
祭
で
、
世
界
各
国
の
文
化
・

歴
史
・
風
俗
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

期　

間　

８
月
23
日
（
水
）
〜
27
日

（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
民
館
、
ツ
イ
ン
・
シ

ネ
マ

入
場
料　

●
前
売
り
＝
１
回
券
１
０
０
０
円
、
３

回
券
２
５
０
０
円
、
５
回
券
４
０
０
０

円●
当
日
＝
１
回
券
１
２
０
０
円

「第九」演奏会・萩ソリスト募集
　
「
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
」
の

一
環
と
し
て
萩
で
開
催
さ
れ
る

「
第
九
」演
奏
会
の
ソ
リ
ス
ト
を
、

次
の
と
お
り
全
国
か
ら
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
要
領

募
集
パ
ー
ト　

ソ
プ
ラ
ノ
・
ア

ル
ト
・
テ
ノ
ー
ル
・
バ
ス
各
１

名応
募
資
格　

全
国
ど
な
た
で
も

応
募
可
。
年
齢
不
問

応
募
方
法　

氏
名
、
性
別
、
年

齢
、住
所
、電
話
番
号
、パ
ー
ト
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
明
記
の
う
え
、

写
真
と
録
音
テ
ー
プ
を
同
封
し

て
申
し
込
み
。
応
募
料
金
は
無

料
。

審
査
方
法　

◯
１
次
選
考
（
書
類
及
び
録
音
テ
ー
プ
）

①
第
九
ソ
ロ
部
分

（
Ａ
）
全
パ
ー
ト
共
通
８
３
０
〜
８
４
２

小
節　
（
Ｂ
）
テ
ノ
ー
ル
３
５
９
〜

４
３
１
小
節
、
バ
ス
２
１
３
〜
２
５
６

小
節

※
カ
ワ
イ
出
版
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

交
響
曲
第
９
番
第
４
楽
章
『
合
唱
』。

②
自
由
曲　
１
曲

本
番
出
演
料　
10
万
円
（
旅
費
等
は
別

途
支
給
）

応
募
締
切　
７
月
17
日

■
「
第
九
」
演
奏
会

と　

き　
11
月
19
日
（
日
）
午
後
２
時

〜と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

■申し込み・問い合わせ　〒７５８ー８５５５萩市企画課
内「第九」演奏会実行委員会（0838・25・3131）へ

■問い合わせ　萩市企画課内ＨＡＧＩ世界映画芸術祭実行委員会
（0838・26・6872）へ

木
戸
孝
允
旧
宅
前
に

上映スケジュール（萩市民館）
■ 23 日（水）
13：00　隠し砦の三悪人（日本・1958 年）
16：00 ＊ラグレットの夏（チュニジア・
1996 年）
19：00　ナヴィの恋（日本・1999 年）
■ 24 日（木）
13：00　反逆児（日本・1961 年）
16：00 ＊五月の雲（トルコ・2000 年）
19：00　インサイダー（アメリカ・1999 年）
■ 25 日（金）
13：00　次郎長三国志（日本・1963 年）
16：00 ＊西ベイルート（レバノン・1998 年）
19：00　ストレイト・ストーリー（アメリカ・
1999 年）
■ 26 日（土）
10：00 ＊他者（エジプト・1999 年）
13：00　風林火山（日本・1969 年）
16：00 ＊エルマディナ（エジプト・1999 年）
19：00　オール・アバウト・マイ・マザー（ス
ペイン・1999 年）
■ 27 日（日）
10：00 ＊女房の夫を探して（モロッコ・
1994 年）
12：00 ＊リスボン（ポルトガル・1983 年）
13：00 ＊アテネ（ギリシャ・1982 年）
14：00 ＊セザール（フランス・1936 年）
16：30 ＊シチリア（イタリア・1999 年）
18：00　明治建築を作った人々（日本・1999 年）
　　　　※入場料は無料です。
19：00　わたしの見島（日本・1999 年）

上映スケジュール（ツイン・シネマ）
■ 23 日（水）〜 25 日（金）
17：30　ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラ
ブ（キューバ・1999 年）
19：30　どら平太（日本・1999 年）
※ 24 日は上映順が逆になります。



杉す
ぎ
や
ま山

浩こ
う
じ司

さ
ん

　

今
回
は
、
劇
団
さ
く
ら
組
の
代
表
で
萩
市
議
会
議
員
で

も
あ
る
杉
山
浩
司
さ
ん
に
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
県
民
文
化

祭
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
地
球

へ
・
・
・
。」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
公
演
を
通
じ
て
、

萩
市
で
の
文
化
活
動
の
気
運
が
高
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
文
化
を
通
し
て
交
流

が
深
ま
り
、
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

ー
11
月
に
長
門
市
で
開
催
さ
れ
る
県
民

文
化
祭
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の

意
気
込
み
は
？

　
今
回
の
公
演
で
、
僕
は
制
作
総
指
揮

で
す
。
県
民
文
化
祭
は
山
口
、
下
関
、

岩
国
に
続
い
て
４
か
所
目
で
す
が
、
こ

の
中
で
一
番
い
い
も
の
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か

ら
自
信
は
あ
り
ま
す
。長
門
で
公
演
し
、

三
隅
の
香
月
泰
男
を
取
り
上
げ
る
の

で
、
い
い
宣
伝
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
香
月
泰
男
は
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
実
際
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

今
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
、
本
当

し
い
で
す
ね
。
議
員
と
し
て
、
ま
た
三

見
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
が
増
え
て
、
な
か
な
か
時

間
が
と
れ
ま
せ
ん
。

　
良
か
っ
た
こ
と
は
、
平
成
９
年
に
会

津
と
長
州
の
和
解
を
テ
ー
マ
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
早
春
譜
」
を
萩
で
公

演
で
き
、
平
成
10
年
、
11
年
と
２
年
連

続
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ

〜
若
き
志
士
た
ち
〜
」
を
公
演
で
き
た

こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ソ
フ
ト
面

の
部
分
で
、
行
政
に
訴
え
た
こ
と
が
多

ー
劇
団
代
表
と
議
員
の
仕
事
を
両
立
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
、

ま
た
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
た
い
へ
ん
な
こ
と
は
、
い
つ
も
時
間

に
制
約
が
あ
る
こ
と
で
す
。で
き
れ
ば
、

も
っ
と
芝
居
に
集
中
で
き
る
時
間
が
欲

の
香
月
を
う
ま
く
引
き
出
し
、
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
。
三
隅
・
長
門
・
萩
の
３
つ

の
壁
を
取
り
除
い
て
、
今
後
の
交
流
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

　
今
の
形
で
劇
団
を
長
く
や
っ
て
、
一

生
涯
役
者
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
主

役
で
は
な
く
、い
い
ダ
シ
（
か
く
し
味
）

に
な
り
た
い
。

　

人
に
言
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。

芝
居
を
通
し
て
感
動
し
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
が
人
を
変
え
、
町
が
変
わ
っ
て
い

く
。
僕
ら
の
芝
居
が
何
か
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
。
そ
れ
が
議
員
に
な
る
時
の

き
っ
か
け
で
し
た
。
僕
の
よ
う
な
議
員

が
出
て
く
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て

い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
35
年
生
ま
れ
。
昭
和
54
年
、
萩

（12）

昨年のミュージカル「ＳＨＯＷＩＮ」
（右端が杉山さん）

　
萩
市
笠
山
の
萩
観
光
ホ
テ
ル
は
、
宿

泊
客
に
萩
の
風
景
画
を
鑑
賞
し
て
も

ら
お
う
と
、
郷
土
の
画
家
・
故
大
和
義

男
さ
ん
の
作
品
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。

　
大
和
さ
ん
の
絵
は
、
城
下
町
の
町
並

み
、
神
社
仏
閣
、
漁
港
な
ど
市
内
の
風

景
を
柔
ら
か
な
色
彩
で
描
い
た
作
品
が

多
く
、
ホ
テ
ル
の
あ
る
笠
山
周
辺
は
特

に
好
き
な
題
材
で
よ
く
泊
ま
ら
れ
た
と

い
う
。 萩

を
描
い
た
郷
土
画
家　
故
大や

ま
と和

義
男
さ
ん

　
　
　
　
　
萩
観
光
ホ
テ
ル
に
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
油
彩
の
「
越
ヶ

浜
港
」
な
ど
数
点
と
水
彩
色
紙
30
点

を
展
示
、
大
和
さ
ん
の
晩
年
の
写
真

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
大
和
義
男
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
萩
に
生

ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
卒
。
二
科
展
、

文
展
で
入
選
し
、
戦
後
は
萩
に
帰
っ

て
中
学
校
の
美
術
教
師
を
務
め
る
。

一
水
会
に
所
属
し
、
萩
美
術
協
会
長

を
歴
任
。
92
年
に
84
歳
で
亡
く
な
る
。

杉山浩司さん

　

川
島
の
吉
村
隆
之
助
さ
ん
（
68
歳
）

　
が
、
萩
の
主
な
観
光
地
を
描
い
た
便

せ
ん
を
作
り
ま
し
た
。

　
萩
の
風
景
の
入
っ
た
便
せ
ん
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
創
作
を
思
い
つ
き
ま
し

た
。
松
下
村
塾
、
菊
屋
横
丁
、
明
倫
館

な
ど
８
種
類
あ
り
、
一
つ
が
20
枚
つ
づ

り
。
価
格
は
２
５
０
円
。
萩
市
観
光
協

会
（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）
や

萩
市
内
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
吉
村
さ
ん
は
、
元
美
術
教
師
で
、
小

川
中
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
萩
美
術
協
会
長
で
、
弥

富
中
非
常
勤
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

元
美
術
教
師　
吉
村
隆
之
助
さ
ん

　
　
　
　
　
萩
の
風
景
入
り
の
便
せ
ん
作
成

工
業
高
校
卒
。
昭
和
56
年
、
東
京
キ
ッ

ド
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
あ
こ
が
れ
、
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
が
不
合
格
。
昭

和
63
年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
８
回
、
同

劇
団
の
萩
公
演
を
行
う
。
平
成
５
年
、

劇
団
さ
く
ら
組
を
結
成
し
、
こ
れ
ま
で

６
作
品
を
公
演
。
平
成
７
年
か
ら
萩
市

議
会
議
員
を
務
め
、
現
在
２
期
目
。
萩

市
三
見
手
水
川
在
住
。

萩
観
光
ホ
テ
ル
内
の
コ
ー
ナ
ー



萩
観
光
ホ
テ
ル
内
の
コ
ー
ナ
ー

（13）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り   

萩　芸術・文芸の広場

７
〜
９
月
の
企
画
展

　

萩
焼
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役　

（
１
５
９
２
〜
９
８
年
）
で
毛
利
輝

元
が
朝
鮮
半
島
か
ら
連
れ
て
き
た
陶

工
に
よ
り
、
毛
利
藩
の
御
用
窯
と
し

て
始
ま
り
、「
茶
陶
萩
焼
」
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
ま
し
た
。

　
展
示
は
、「
茶
陶
と
し
て
の
萩
焼
」

「
花
器
と
し
て
の
萩
焼
」「
オ
ブ
ジ
ェ

と
し
て
の
萩
焼
」の
三
部
門
に
分
け
、

１
３
０
点
を
展
示
し
ま
す
。江
戸
期
、

近
代
、
現
代
と
時
代
ご
と
の
特
徴
あ

る
作
品
を
並
べ
、
萩
焼
４
０
０
年
の
造

形
技
術
や
精
神
文
化
な
ど
萩
焼
の
歴
史

を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
パ
リ
展
開
催
に
あ

た
り
実
行
委
員
会
や
萩
焼
関
係
者
等
を

は
じ
め
、
地
元
市
を
中
心
に
多
数
の
渡

航
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
一

般
の
方
を
対
象
と
し
て
、
近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
が
主
催
す
る
ツ
ア
ー
を

県
・
萩
市
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
が
後
援
す
る
も
の
で
す
。

青
磁
と
白
磁
を
中
心
に

☆
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
わ
た
っ
た
焼
き
も
の

７
月
23
日
（
日
）
ま
で

☆
六
大
浮
世
絵
師
名
品
展

７
月
29
日
（
土
）
〜
９
月
３
日
（
日
）

　
数
多
く
の
陶
磁
器
が
出
土
す
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
陶
磁
器
を
収
集
し
た
稀
少
な
富

山
佐
藤
美
術
館
所
蔵
の
関
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
個
性
的
な
陶
磁
器
の
背
後
に
、
壮
大

な
南
海
交
易
の
歴
史
が
垣
間
見
ら
れ
る

内
容
の
展
示
。

　
数
多
く
の
浮
世
絵
師
の
中
で
際
だ
っ

た
光
彩
を
放
つ
、
鈴
木
春
信
、
鳥
居
清

長
、
喜
多
川
歌
麿
、
東
洲
斎
写
楽
、

飾
北
斎
、
歌
川
広
重
の
六
人
は
「
六
大

浮
世
絵
師
」
と
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
、
こ
の
六
人
に
よ
っ
て
絢
爛

た
る
浮
世
絵
の
黄
金
期
が
築
か
れ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
本
展
で
は
平
木
浮

世
絵
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、

六
人
の
代
表
作
、
重
要
美
術
品
42
点
を

含
む
１
２
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

青
花
宝
相
華
唐
草
文
壺

喜多川歌麿「高名三美人」

　

萩
焼
の
伝
来
か
ら
４
０
０
年
を
記
念
し
て
、
芸
術
の
秋
に
芸
術
の
都

パ
リ
に
お
い
て
、
海
外
初
の
萩
焼
の
総
合
的
な
展
覧
会
と
な
る
「
萩
焼

４
０
０
年
パ
リ
展
」
が
、
10
月
17
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
山
口

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
パ
リ
展
見
学
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

萩
焼
４
０
０
年
パ
リ
展
記
念
ツ
ア
ー　
募
集
中

　
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の
入

館
者
が
５
月
31
日
、
96
年
10
月
の
開
館

以
来
３
年
７
か
月
で
50
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
50
万
人
目
は
、
島
根
県
益
田
市

の
大
畑
幸
三
さ
ん
で
、
二
井
県
知
事
か

ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
は
「
浮
世
絵
と
東
洋
陶
磁
を
集
め

た
特
色
あ
る
美
術
館
と
し
て
知
名
度
が

上
が
っ
て
き
た
。
素
晴
ら
し
い
美
術
館

と
な
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

入館者 50 万人突破

【日程・旅行代金など】
■添乗員同行、萩市発着（福岡空港までバス）、日本航空

Ａ　パリ７日間

Ｂ　パリ・ロンドン８日間

Ｃ　パリ・ベルギー・
　オランダ・８日間

Ｄ　パリ６日間

10 月 14 〜 20 日 218,000 円

10 月 14 〜 21 日

10 月 15 日〜 20 日

248,000 円

254,000 円

126,000 円

■フリープラン（添乗員なし）、福岡発着、大韓航空

【ツアーの特徴】
鑑賞　萩焼展オープニングの鑑賞　10 月 17 日午前
交流　実行委員会等関係者、現地文化人等との交流会
安心・ゆったり　Ａ〜Ｃコース＝山口県内各地からの
　グループ参加等にも最適
お気軽　Ｄコース＝旅慣れた方のためにフリープラン

【申し込み・問い合わせ】　近畿日本ツーリスト（株）山
口　支店（０８３・９２２・４８９１）

萩出身の日本画家　高島北海
　　　　　川上村新庁舎に

　阿武郡川上村に、スギやヒノキ、マツ
などの地場産材をふんだんに使ったユ
ニークな新庁舎が完成しました。
　５月 21 日の落成式に併せて、新庁舎
で「高島北海と長門峡」展が開かれまし
た。

■
高
島
北
海
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
１
８
５
０
（
嘉
永
３
）
年
に
萩
藩
医

の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明
倫
館
に
入

学
。
維
新
後
は
農
商
務
省
の
技
師
と
し

て
全
国
の
山
林
、
山
岳
を
調
査
。
53
歳

の
と
き
画
業
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
意

し
、
文
展
の
審
査
員
な
ど
を
歴
任
し
て

中
央
画
壇
で
活
躍
し
た
。
長
門
峡
は
、

大
正
時
代
に
北
海
が
命
名
。
渓
谷
の
美

し
さ
を
賞
賛
し
、観
光
開
発
に
も
尽
力
。

　
ま
た
、
海
外
で
は
１
９
０
０
年
の
パ

リ
万
博
の
時
代
、
行
き
詰
ま
っ
た
欧
州

芸
術
へ
の
新
し
い
潮
流
と
な
っ
た
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
旗
手
エ
ミ
ー
ル
・
ガ

レ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し

て
最
近
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
今
な
お

北
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
美
術
館
に
北

海
の
多
く
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

10 月 14 〜 21 日



■
映
画
「
わ
た
し
の
見
島
」
上
映

　
上
映
会
場
に
萩
市
観
光
ポ
ス
タ
ー
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
９
月
17
日
（
日
）

と
こ
ろ　
盛
岡
市
中
ノ
橋
通　
プ
ラ
ザ

お
で
っ
て

■
三
輪
休
雪
・
龍
作
・
和
彦
三
人
展

　
萩
焼
作
家・三
輪
休
雪
、
三
輪
龍
作
、

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
９
月
19
日（
火
）〜
25
日（
月
）

と
こ
ろ　
横
浜
市　
横
浜
そ
ご
う

■
三
輪
和
彦
・
白
に
舞
う
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
９
月
22
日（
金
）〜
27
日（
水
）

と
こ
ろ　
東
京
都
渋
谷
区　
黒
田
陶
苑

■
新
興
展
（
日
本
画
）

　
萩
出
身
の
日
本
画
家
・
内
田
青
虹
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
25
日
（
火
）
〜
８
月
２

日
（
水
）

と
こ
ろ　

京
都
市　

京
都
市
美
術
館

別
館

■
三
輪
和
彦
個
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
９
月
20
日（
水
）〜
26
日（
火
）

と
こ
ろ　
岐
阜
市
日
ノ
出
町　
岐
阜
高
島

屋■
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
合
同
広

島
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
と
か
ら
た
ち
会
の
合
同

の
広
島
支
部
総
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
広
島
市
南
区
的
場
町　
ホ
テ

ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21

■
樋
口
大
桂
萩
三
人
展

　
萩
焼
作
家
・
樋
口
大
桂
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
ー
関
東
地
区
ー

　
ー
関
西
地
区
ー

　
ー
中
国
地
区
ー

　
ー
九
州
地
区
ー

　
ー
山
口
県
関
係
ー

と　
き　
７
月
20
日
（
祝
）

と
こ
ろ　

広
島
市
南
区
松
原
町　

福

屋
広
島
駅
前
店
６
階

■
岡
田
裕
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
８
月
31
日
（
木
）
〜
９
月
５

日
（
火
）

と
こ
ろ　

米
子
市
角
盤
町　
米
子
高
島

屋■
九
州
指
月
会
総
会

　
九
州
指
月
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
９
日
（
日
）
11
時
45
分

〜と
こ
ろ　

福
岡
市
中
央
区
天
神　
福
新

楼■
九
州
か
ら
た
ち
会

　
九
州
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
22
日
（
土
）
午
後
５
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
北
九
州
市
小
倉
北
区　
九
州

厚
生
年
金
会
館

■
第
23
回
伝
統
工
芸
新
作
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
休
雪
、
波
多
野
善

蔵
、
厚
東
建
信
、
岡
田
裕
、
野
坂
康
起
、

兼
田
三
左
衛
門
、
松
村
拓
夫
、
坂
高
麗

左
衛
門
、
納
冨
晋
、
兼
田
佳
炎
、
玉
村

登
陽
、
止
原
伸
郎
、
山
影
陶
道
、
野
坂

和
左
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
６
日（
木
）〜
11
日（
火
）

と
こ
ろ　

北
九
州
市　
小
倉
井
筒
屋
本

店■
寛
斎
・
芳
崖
ー
山
口
ゆ
か
り
の
絵
師

た
ち
ー

　
萩
藩
お
抱
え
絵
師
の
雲
谷
派
を
は
じ

め
、
近
代
に
活
躍
す
る
森
寛
斎
・
狩
野

芳
崖
ほ
か
、
毛
利
家
に
伝
わ
る
絵
師
の

作
品
を
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
６
日
（
木
）
〜
８
月
13

日
（
日
）

と
こ
ろ　
防
府
市
多
々
良　
毛
利
博
物
館

■
大
屋
窯
新
作
展

　
萩
焼
窯
・
大
屋
窯
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
15
日（
土
）〜
20
日（
木
）

と
こ
ろ　

山
口
市
後
河
原　

ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ラ
・
セ
ー
ヌ

■
私
の
素
描
展
Ⅱ

　
三
隅
町
出
身
の
香
月
泰
男
の
鉛
筆
着

彩
素
描
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
９
月
24
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
三
隅
町　
香
月
美
術
館

　
ー
萩
市
関
係
ー

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　
萩
高
同
窓
会
八
八
会
を
今
年
も
盛
大

に
開
催
し
ま
す
。
夏
に
帰
省
さ
れ
る
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
昭

和
60
年
卒
の
引
き
受
け
期
（
37
期
）
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　
８
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時

〜と
こ
ろ　
萩
高
等
学
校
体
育
館

（14）

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会

　
萩
光
塩
学
院
の
同
窓
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
学
生
気
分
に
戻
っ
て

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
年
の

引
き
受
け
は
昭
和
30
・
40
・
50
・
60
年
、

平
成
10
年
度
卒
業
生
で
す
。

と　

き　
８
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
萩
光
塩
学
院
体
育
館

■
レ
イ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト　
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト

　
ア
メ
リ
カ
ジ
ャ
ズ
界
で
名
誉
あ
る
殿

堂
入
り
を
果
た
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
レ

イ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　
き　
７
月
25
日
（
火
）
午
後
７
時

30
分
〜

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　

喫
茶
「
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」

入
場
料　
７
０
０
０
円

　
ー
東
北
地
区
ー

　
ー
中
部
地
区
ー

問
い
合
わ
せ　

喫
茶
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

（
０
８
３
８・２
５・６
５
９
６
）

■
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｏ
＆
バ
リ
ー
・
ハ
リ
ス　
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト

映画「わたしの見島」

レイ・ブライアント



■「おーい、ニッポン　今日はとことん山口県ー好きっ
ちゃ！山口ふくイッパイ」ＮＨＫ衛星第二
　中世には京都を凌ぐ繁栄をみせ、近世末期には新生日本
の原動力となる維新の舞台となった山口県。しかし山口の
魅力は歴史のみではなく、伝統を現代に活かし豊かな自然
の幸を活かす人々にもある。
　６月４日に放送された番組のダイジェスト版が放送され
ます。
放映内容　維新の志士たちが住んだ家を守る人や萩ガラス、

「おしくらごう」、萩の魚まつり、佐々並の豆腐などのダイ
ジェスト版
放映予定日　８月 16 日（水）午後７時 35 分〜午後 10 時
25 分
■「遠くへ行きたい」日本テレビ系列
放映内容　ピアニスト西村由紀江がお船謡やシーボルトの
ピアノなどを紹介
放映予定日　７月 30 日（日）午前７時 30 分〜

テ レ ビ ガ イ ド

（15）

と　
き　
８
月
７
日
（
月
）
午
後
７
時

30
分
〜

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　

喫
茶
「
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」

内　
容

◯
１
部　
ピ
ア
ノ
の
近
藤
大
地
、
ベ
ー

ス
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
イ
ビ
ス
、
ド
ラ

ム
ス
の
ル
イ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
の
ト
リ
オ

の
コ
ン
サ
ー
ト

◯
２
部　
バ
リ
ー
・
ハ
リ
ス
の
ソ
ロ
・

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料　
８
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

喫
茶
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

（
０
８
３
８・２
５・６
５
９
６
）

■
濱
中
史
朗
展

　
若
手
萩
焼
作
家
・
濱
中
史
朗
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

■山口県史「史料編　近代１」
　廃藩置県で山口県が設置されてから明治 20 年ごろまで
の政治、経済、文化に関する史料を収め、11 章 1145 ペー
ジに 852 点の史料を掲載。
　木戸孝允や井上馨に代表される明治新政府の政策と山口
県の対応について、山口県の独自性に注目した記述を行っ
ている。また、萩の乱を起こした前原一誠らの動向を示す
日記類も載せてある。
定価　5500 円
問い合わせ　県刊行物普及協会（083・933・2583）

出 版 情 報

　
鹿
野
町
出
身
の
ベ
テ
ラ
ン
演
歌
歌
手

原
た
か
し
さ
ん
が
、
大
島
で
８
月
15
日

に
行
わ
れ
る
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
タ
・

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
新

曲
「
大
島
情
話
」
を
初
披
露
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
曲
は
も
と
も
と
地
元

の
学
校
の
先
生
が
作
詞
作
曲
し
、
大
島

音
楽
情
報

原たかしの新曲「大島
　情話」大島で初披露

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
と

し
て
流
し
て
い
た
も
の
。
５
月
に
萩
市

民
館
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

終
え
た
原
さ
ん
が
大
島
を
訪
ね
た
際
、

ふ
と
耳
に
入
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た

と
こ
ろ
、
思
い
の
ほ
か
原
さ
ん
の
曲
調

に
あ
い
、
原
さ
ん
風
に
多
少
ア
レ
ン
ジ

し
て
こ
の
た
び
の
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
よ

り
テ
ー
プ
化
と
な
っ
た
。
親
し
み
や
す

い
曲
な
の
で
、
カ
ラ
オ
ケ
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
し
て
一
曲
加
え
て
み
て
は
。

　
　
海
が
こ
ん
な
に
恋
し
い
と

　
　
あ
な
た
が
教
え
て
く
れ
た
の
か

　
　
思
え
ば
汽
笛
の
声
哀
し

　
　
一
人
来
ま
し
た
日
本
海

　
　
こ
こ
は
大
島
萩
大
島
の

　
　
港
の
夜
に
風
が
舞
う

　
次
号
で
は
、
萩
が
で
て
く
る
歌
の
特

集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
「
陶　
三
輪
栄
造
作
品
集
」
出
版
記

念　
三
輪
栄
造
遺
作
展

　
三
輪
栄
造
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
早
く

も
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

と　
き　
８
月
３
日（
木
）〜
20
日（
日
）

（
月
・
火
・
水
曜
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　

長
門
屋
コ
ー

ヒ
ー
カ
フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー

草
莽

□
子
ど
も
の
国
際
交
流
・
出
発
地
球
号

パ
ー
ト
Ⅱ

　
相
島
で
地
元
や
外
国
の
方
と
自
然
体

験
や
交
流
を
行
う
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

参
加
費　
子
ど
も
２
０
０
０
円
、
幼
児

１
０
０
０
円
、
大
人
２
５
０
０
円
（
い

ず
れ
も
船
賃
を
含
む
）

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

と　
き　
７
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

問
い
合
わ
せ　

萩
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８・２
５・７
５
４
０
）

■
戸
嶋
由
香　
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
第
７
回
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世
界
映
画
芸
術
祭

の
協
賛
事
業
。
萩
市
出
身
の
戸
嶋
由
香

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、
版
画
の
制

作
か
ら
、
作
品
と
し
て
展
示
で
き
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
で
き
ま
す
。

と　
き　
８
月
19
日（
土
）〜
20
日（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
堀
内　
山
口
県
立
萩
青

年
の
家

問
い
合
わ
せ
・
萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）

■
砂
の
芸
術
祭

と　
き
・
７
月
20
日
（
祝
）

（
今
号
２
Ｐ
を
参
照
）

■
第
１
回
萩
・
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

２
０
０
０

と　
き
・
７
月
23
日
（
日
）

（
今
号
２
Ｐ
を
参
照
）

美
術
情
報

三輪栄造　遺作展

在
、
阿
部
出
版
か
ら
７
月
発
行
予
定
の

「
陶　

三
輪
栄
造
作
品
集
」
の
制
作
が

大
詰
め
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
出
版

を
記
念
し
て
「
三
輪
栄
造
遺
作
展
」
が

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
面
取
り

花
入
か
ら
「
男
の
ネ
ッ
ク
」
シ
リ
ー

ズ
を
き
っ
か
け
に
カ
ラ
フ
ル
な
オ
ブ

ジ
ェ
、
満
を
持
し
て
の
茶
陶
の
制
作
ま

で
、
制
作
年
代
を
４
期
に
分
け
て
展
示

し
ま
す
。

と　
き　
９
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

と
こ
ろ　
萩
市
呉
服
町　
彩
陶
庵
本
館

ぎ
ゃ
ら
り
い

問
い
合
わ
せ　
彩
陶
庵
（
０
８
３
８
・

　
２
５・３
１
１
０
）



　
昨
年
、
フ
ラ
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
来
日
４
５
０
周
年
を
記
念

し
て
、
山
口
県
立
美
術
館
で
「
大
ザ
ビ
エ
ル
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
と
き
出
品
さ
れ
た「
泰た

い
せ
い西

王
侯
騎
馬
図
屏
風
」と
い
う
、

江
戸
時
代
の
初
期
に
描
か
れ
た
南
蛮
図
が
来
観
者
の
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
屏
風
は
神
戸
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の

図
は
神
戸
に
移
る
前
ま
で
は
、
萩
の
前
原
一
誠
家
が
所
有
し
て
い

ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
図
を
、前
原
一
誠
が
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。　

　
も
と
も
と
こ
の
南
蛮
図
は
、
会
津
藩
主
の
松
平
家
に
伝
え
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
、９
月
８
日
か
ら
明
治
元

年
）
１
月
３
日
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
勃
発
し
た
戊
辰
戦
争
は

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
明
治
元
年
９
月
22
日
に
は
会
津
藩
が
降

伏
開
城
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
会
津
若
松
城
に
あ
っ
た
南
蛮
図
は

屏
風
か
ら
切
り
は
が
さ
れ
、
藩
主
松
平
容か

た
も
り保

と
と
も
に
東
京
に
送

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
前
原
一
誠
は
、
戊
辰
戦
争
で
は
北
越
出
兵
軍
の
干

か
ん
じ
ょ
う城

隊
副
督
に

任
ぜ
ら
れ
、
慶
応
４
年
６
月
23
日
萩
の
小
畑
浦
か
ら
乗
船
し
て
、

萩ネットワーク　2000 年 7 月　34 号

幕
末
・
維
新　
こ
ぼ
れ
話

前
原
一
誠
ら
の
集
合
写
真

会 津 と 萩 の 交 流 史
（ ９ ）

〜前原一誠と会津〜

（16）

２
月
１
日
、
佐
賀
の
乱
が
勃
発
し
、
そ
の
後
萩
で
も
旧
士
族
を
中

心
に
、
新
政
府
に
対
立
す
る
勢
力
を
結
集
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
誠
は
、
こ
の
よ
う
な
勢
力
の
指
導

者
と
仰
が
れ
た
の
で
す
。明
治
８
年
７
月
10
日
、上
京
し
た
さ
い
に
、

一
誠
は
幾
度
か
久
茂
に
会
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
翌
明
治
９
年
９

月
11
日
に
は
、
久
茂
の
同
志
竹
村
俊
秀
ら
が
萩
に
来
て
一
誠
ら
と

会
い
、
電
報
暗
号
「
ワ
タ
ネ
ア
ゲ
」「
ニ
シ
キ
ミ
セ
ビ
ラ
キ
」
を
定

め
、
萩
と
東
京
の
東
西
、
相
呼
応
し
て
事
を
挙
げ
よ
う
と
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、一
誠
は
会
津
だ
け
で
な
く
、熊
本
や
秋
月
（
福
岡
県
）

等
の
人
々
と
も
会
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
全
国
的
な
勢
力
の
結
集
を

図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　
明
治
９
年
10
月
28
日
、一
誠
ら
は
つ
い
に
兵
を
挙
げ
（
萩
の
乱
）、

こ
れ
に
呼
応
し
て
翌
10
月
29
日
、
久
茂
ら
は
東
京
か
ら
千
葉
に
行

き
決
起
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
橋
小
網
町
の
思
案
橋
で
捕

ら
え
ら
れ
ま
し
た（
思
案
橋
事
件
）。結
局
、一
誠
ら
は
敗
北
を
喫
し
、

同
年
12
月
３
日
一
誠
は
刑
死
し
、
翌
年
１
月
12
日
久
茂
も
獄
死
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
現
在
、
萩
市
の
唐
樋
町
に
あ
る
地
蔵
堂
に
は
、

会
津
の
白
虎
隊
が
飯
盛
山
で
自
刃
す
る
光
景
を
描
い
た
石
版
画
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
版
画
は
誰
が
ど
ん
な
目
的
で
奉
納

し
た
の
か
は
知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
萩
の
乱
終
結
直
後
の

明
治
10
年
ご
ろ
か
ら
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
も
し
か
し

た
ら
、
萩
の
乱
の
悲
劇
を
白
虎
隊
の
悲
劇
と
同
一
視
し
た
人
々
が
、

白
虎
隊
士
に
託
し
て
密
か
に
萩
の
乱
の
犠
牲
者
を
弔
っ
た
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

６
月
26
日
越
後
の
柏
崎
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７
月
６
日

に
は
山
県
有
朋
に
か
わ
っ
て
北
越
軍
の
参
謀
と
な
り
北
越
戦
争
を

終
結
に
導
き
、
そ
の
ま
ま
越
後
に
と
ど
ま
っ
て
翌
明
治
２
年
２
月

18
日
、
越
後
府
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
一
誠
自
身
、
直
接
に

は
会
津
に
赴
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
津
の
戦
況
は
参
謀
平
岡
通つ

う
ぎ義

を

通
じ
て
聞
き
及
ん
で
い
ま
し
た
。　

　
つ
い
で
、
一
誠
は
明
治
２
年
５
月
17
日
、
東
京
に
出
て
、
同
年

７
月
８
日
、明
治
新
政
府
の
参
議
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
ろ
、

会
津
側
で
は
山
川
浩
や
秋
月
悌て

い
じ
ろ
う

次
郎
ら
に
よ
っ
て
、
藩
主
松
平
容

保
の
助
命
と
会
津
藩
再
興
の
嘆
願
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
親
交
の
あ
っ
た
奥
平
謙
輔
を
介
し
て
、
謙
輔
の
盟
友
一
誠

に
働
き
か
け
た
結
果
、
藩
主
容
保
は
助
命
を
許
さ
れ
、
会
津
藩
は

斗と
な
み南

藩
と
し
て
再
興
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

一
誠
の
会
津
藩
に
対
す
る
助
力
に
報
い
る
た
め
、
東
京
に
持
ち
出

さ
れ
て
い
た
南
蛮
図
が
一
誠
に
贈
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。　

　
こ
の
よ
う
に
、一
誠
は
会
津
藩
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
会
津
の
永
岡
久ひ

さ
し
げ茂

や
広
沢
安や

す
と
う任

、
河
井
善ぜ

ん
じ
ゅ
ん

順
ら
と
親
交
を
結

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
と
一
緒
に
写
し
た
写
真
が
、
今
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
前
列
左
か
ら
一
誠
、善
順
、後
列
左
か
ら
謙
輔
、

安
任
、
久
茂
が
一
同
に
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
一
誠

が
参
議
時
代
の
明
治
２
年
ご
ろ
に
、
東
京
で
撮
影
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
善
順
は
謙
輔
に
山
川
健
次
郎
（
山
川
浩
の
弟
）
ら
の

養
育
を
託
し
、
安
任
と
久
茂
は
斗
南
藩
時
代
、
小
参
事
と
し
て
大

参
事
の
山
川
浩
を
助
け
て
藩
政
に
尽
力
し
ま
し
た
。　

　
な
か
で
も
、
久
茂
は
の
ち
に
一
誠
と
行
動
を
共
に
し
よ
う
と
誓

い
合
っ
た
人
物
で
す
。
一
誠
は
、
明
治
３
年
10
月
20
日
、
明
治
新

政
府
と
意
見
が
あ
わ
ず
下
野
し
、
萩
に
帰
り
ま
し
た
。
明
治
７
年

　萩港に 6 月 28 日寄港したバ
ハマ船籍の客船クリッパーオ
デッセイ号（5218 ｔ、120 人
乗り）　の外国人乗客 96 人が、
県立萩美術館・浦上記念館に立
ち寄りました。これだけの外国
人観光客が一度に訪ねるのは、
開館以来初めて。
　この客船は、4 月から 7 月に
かけて計 6 回萩市に寄港しまし
た。

Ｔｏｐｉｃｓ
外国客船「クリッ
パ ー オ デ ッ セ イ
号」萩港に寄港

地蔵堂の白虎隊自刃図
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